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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

中
山
道
・
板
橋
宿

第
30
回

中
山
道
の
主
た
る
宿
場
町 

「
板
橋
宿
」

　

板
橋
区
は
、
東
京
23
区
に
属
し
、
東

京
区
部
の
北
西
に
位
置
し
て
い
る
。
地

名
と
し
て
の
「
板
橋
」
は
、『
延
慶
本
平

家
物
語
』
に
確
認
さ
れ
、
当
書
が
成
立

し
た
13
世
紀
末
ご
ろ
に
は
成
立
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

17
世
紀
初
頭
、
江
戸
に
幕
府
が
開

か
れ
る
と
、
日
本
橋
を
基
点
と
し
て

五
街
道
が
整
備
さ
れ
た
。
本
区
の
東

部
に
は
、
古
代
の
東
山
道
に
淵
源
を

も
ち
、
日
本
の
東
西
を
結
ん
で
い
る
大

動
脈「
中
山
道
」が
走
り
、
第
一
番
目
の

宿
場
町
と
し
て
板
橋
宿
が
置
か
れ
た
。

そ
し
て
、
石
神
井
川
が
中
山
道
の
道
筋

を
横
断
す
る
場
所
に
は
、
長
さ
９
間

（
16
・
２
ｍ
）、
幅
３
間
（
５
・
４
ｍ
）
の

太
鼓
橋
が
架
け
ら
れ
、
こ
れ
を「
板
橋
」

と
称
し
、
宿
場
の
象
徴
と
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
板
橋
宿
の
平
尾
追
分
で
中

山
道
は
分
岐
し
、
川
越
に
至
る
そ
の
道

は
、
脇
往
還「
川
越
街
道
」と
し
て
整
備

さ
れ
た
。

　
『
江
戸
名
所
図
会
』に
記
さ
れ
た
19
世

紀
の
板
橋
宿
は
、「
中
仙
道
の
首
に
し

て
日
本
橋
よ
り
二
里
あ
り
、
往
来
の
行

客
常
に
絡ら
く
え
き繹

た
り
、
東
海
道
は
川
々
の

差
支
多
し
と
て
、
近
世
は
諸
侯
を
初
め

往
来
繁
け
れ
ば
、
傳は
た
ご舎

酒さ
か
や舗

軒
端
を
連

ね
繁
昌
の
地
た
り
」
と
記
さ
れ
、
東
海

道
を
補
完
す
る
中
山
道
の「
主
」た
る
宿

場
と
し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

板
橋
宿
は
ま
た
、
東
海
道
の
品
川

宿
、
日
光
・
奥
州
道
中
の
千
住
宿
、
甲

州
道
中
の
内
藤
新
宿
と
と
も
に
、「
江

戸
四
宿
」と
総
称
さ
れ
て
い
た
。

　

江
戸
四
宿
は
、
大
都
市
江
戸
の
周
縁

部
に
位
置
し
、
江
戸
を
出
入
り
す
る
人

び
と
が
行
き
交
う
場
、「
玄
関
口
」
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
旅
人
を
知
人
が
出
迎

え
る「
サ
カ
ム
カ
エ
」の
場
と
し
て
も
機

能
し
て
い
た
。
そ
の
休
息
の
場
と
し

て
、
茶
屋
や
餅
菓
子
屋
、
蕎
麦
屋
や
酒

屋
な
ど
の
飲
食
店
が
利
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
髪
結
い
・
湯
屋
・
研
屋
な
ど
の

職
人
が
営
業
し
て
い
た
。

　

現
在
、
か
つ
て
の
宿
場
町
は
商
店
街

に
姿
を
変
え
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

中
、
周
辺
に
は
多
く
の
名
所
・
史
跡
が

残
さ
れ
て
お
り
、
誰
も
が
歴
史
の
面
影

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
板
橋
」
の

「
も
て
な
し
の
心
」息
づ
く
ま
ち
板
橋

板い
た
ば
し橋

区
長（
東
京
都
）　

坂さ
か
も
と本　

健た
け
し

江戸時代の板橋

現在の板橋
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下
を
流
れ
る
石
神
井
川
の
両
岸
に
は
、

昭
和
９
年
以
降
に
約
千
本
の
桜
の
木
が

植
え
ら
れ
、
春
に
な
る
と
区
内
を
代
表

す
る
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

加
賀
藩
江
戸
下
屋
敷
と 

近
代
史
跡

　

板
橋
宿
に
面
し
て
は
、
延
宝
７
年

（
１
６
７
９
年
）に
加
賀
藩
前
田
家
の
江

戸
下
屋
敷
平
尾
邸
が
置
か
れ
た
。
当
屋

敷
は
藩
主
家
族
の
別
荘
と
し
て
機
能

し
、
約
21
万
８
０
０
０
坪
を
数
え
る
江

戸
最
大
の
大
名
屋
敷
で
あ
っ
た
。
同
地

域
に
は
現
在
も
、
地
名
を
は
じ
め
学
校

や
橋
の
名
称
に
「
加
賀
」
や
「
金
沢
」
と

い
っ
た
名
が
残
っ
て
お
り
、
区
民
に
も

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

明
治
に
な
る
と
、
収
公
さ
れ
た
屋
敷

に
、
官
営
の「
陸
軍
板
橋
火
薬
製
造
所
」

が
建
設
さ
れ
、
火
薬
の
研
究
・
製
造
が

行
わ
れ
、
板
橋
区
の
も
の
づ
く
り
の
中

心
地
と
な
っ
た
。
終
戦
後
は
陸
軍
解
体

に
伴
い
、
広
大
な
敷
地
に
公
益
財
団
野

口
研
究
所
や
、
理
化
学
研
究
所
の
板
橋

分
室
と
い
っ
た
研
究
施
設
が
入
り
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
湯
川

秀
樹
、
朝
永
振
一
郎
両
博
士
を
は
じ

め
、
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
地
で
研
究

に
従
事
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
、
同
地
は
区

産
業
発
祥
の
地
と
し
て
、
平
成
29
年
度

に
そ
の
一
部
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
近
代
化
・
産
業
遺
産

を
保
存
・
活
用
し
た「
史
跡
公
園
」と
し

て
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

地
が
は
ぐ
く
み
、
歴
史
と
と
も
に
派
生

し
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
技
術
は
、
23
区
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇

る
現
在
の
区
産
業
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。

未
来
を
は
ぐ
く
む 

緑
と
文
化
の
か
が
や
く
ま
ち

“
板
橋
”

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
景
に
発
展
を

遂
げ
て
き
た
当
区
に
は
、
現
在
も
街
道

を
行
き
交
う
旅
人
へ
の
「
も
て
な
し
の

心
」
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
く
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
人
の
知

恵
と
技
術
、
そ
し
て
文
化
。
そ
れ
は
長

い
時
間
を
か
け
て
語
り
継
が
れ
、
今
も

暮
ら
し
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
尊
重
し
て
い
く
と
と
も
に
、
時

代
の
変
化
を
見
据
え
新
た
な
価
値
を
付

加
し
、
未
来
を
創
造
し
て
い
く
こ
と

が
、
区
民
の
暮
ら
し
が
充
実
し
、
豊
か

で
あ
る
こ
と
を
共
感
で
き
る
ま
ち
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」「
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」に
住
民
は
愛
着
を
感
じ
る
。

さ
ら
に
、「
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
」「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
は
、
住
ん
で
い
る
人
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
ま
ち
で
あ
る
。
だ
れ
も
が
愛
着
と
誇

り
を
共
感
で
き
る
ま
ち
を
実
現
し
、「
東

京
で
一
番
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
と
評

価
さ
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
も
て
な

し
の
心
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

史跡公園のイメージ

一
口
メ
モ

中山道・板橋宿

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　

板
橋
宿
は
、
平
尾
宿
（
下
宿
）、
中
宿

（
仲
宿
）、
上
宿
の
３
区
域
か
ら
成
っ
て

い
た
。
江
戸
の
出
入
口
に
位
置
し
、
参

勤
交
代
の
武
家
は
こ
こ
か
ら
各
屋
敷
へ

と
向
か
っ
た
。
ま
た
、『
板

橋
・
雪
の
別
れ
』
は
、
蘭
学

者
の
渡
辺
崋
山
が
14
歳
の
時

に
、
養
子
に
出
る
弟
を
見

送
っ
た
物
語
で
、
出
迎
え
や

別
れ
を
惜
し
む
場
所
で
も

あ
っ
た
。

　
「
志
村
一
里
塚
」は
、
日
本

橋
か
ら
３
番
目
の
一
里
塚

で
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２

年
）
に
国
の
史
跡
に
指
定
。

当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

平尾宿

仲 宿

上 宿

板橋

志村一里塚

豊島区

北区

板橋区

中
山
道

石神井川

「
江
戸
四
宿
」の
ひ
と
つ 

板
橋
宿


